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(一)南 鮮溝習林の位置・地形及地質・氣候

位 置(植 生圖墾照)

本 演習林は朝鮮 全羅南北道界 より慶尚南道 に東西 に籏が る智異山彙の南側 帥ち 河

東、三清の両郡 に跨 る山岳林 にして東経127。34'IS"よ6127。47'58"北 緯35。Io'

3g"よ り35。23'6tに 亘 う東西距離 約32粁 、南北約26粁 に及び其の面積16888

附に達す。 而 して北は域陽郡界に よう京都帝國大學演習林 に連 う、西は一部東京帝

國大學演習林 に、大部分 は道模範林 及民有地 に接 し、東 及南 は道模範林及民有地 を

以て境 す。

地 勢 及 地 質

本演習林 は慶尚南道 の西隅に幡 る智異山彙の東及南面の山岳林 な う。 而 して智異

山彙の脊梁は西端、盤若峯(1751米)より 起b漸 次東走 して細石(1682米)に 至b

て方向を東北に輻 じ演習林 の北境をなす。 傍て地勢は北 より南に低下す と錐 も、細

石 よう登 する一大支脈は艇 々 として河東、山清の両 郡界をな しつ ゝ南に走 う、更に

東南 に憂 じて低夷 し蠣津江、徳川江の流域 を劃す。 從つて林地は 自ら東 西の二大流

域、即ち東部 の山清事業区、西部 の河東事業区 に分た る。

河東事業匿は 蝟津江の流域 にて之を更に 三流域に区分 す るこごを得、即 ち第十五

乃至第四十四林班に亘 る花開川流域、第一 乃至 第十 一林班に亘る横川江流域、及第

十二 乃至 第十四 林班の岳陽小流域 ような り、此等河川は 何れ も南流 して 蠣津江 に

注 ぐ。

山清事業区は全部徳川江の上流 に位 し第 一乃至第三林班、第十三 乃至 第十九林 班

の大源寺方面小流域、第四乃至 第十一林 班の内源小流域 と、第二十 乃至 第 四十五林'

班の中山里、亘林 の流域 に して是等河川 は徳山附近 にて合流 し徳 川江 とな る。

婚津江は南流 し直 に多島海 に注 ぐも、徳川江 は更に 左折右廻 して 流路を束 に求め

洛東江の本流 と合 して釜山に於て日本海 に入 る。

上述の如 く本演習林 は 蜷津江、徳 川江の 流域 計上流の山頂、 中腹地帯多 きを以て地

勢概 して急峻、土壌淺 く峯遮 うの如 きは 基岩露 出 し僅かに 漢澤の畔 に部分的 に良好



なる林地 あるのみな ウ。

基岩 は主 として花崗 岩、片麻岩 よう成 煽 土壌は 一般 に石礫 に富み、部落附近の

林地は野火、濫伐の結果乾燥 して腐植土少 く表 土淺 き腱多 し。

次 に演習林の海抜高を見 るに最低は河東郡青岩面第七林班附近に して 約350米 、

最高は智異山の圭峯天王峯1915米 にて、林地の大部分 は6～700米 よう13～1400

米の間にあ り。

今其主要海放高 を示せば次の如 し。

氣 候

演習林 は海岸 を距 る28粁 乃至48粁 にして 海流の影響 少 く大陸的氣候に 支配せ

られ同緯度 に於ける内地の各所に比 し寒暑の差著 しきを見 る。 初霜は十 月下旬、絡

霜 は三月中旬 を普遥 とす。 而 して冬期三 ケ月間は降水量少 く且 強烈 なる北西風多 く

して灘地少 く樹苗の寒害 を惹起 し易 し。之に反 して夏期三 ケ月間は南東の風 に富み、

降水量は一 ケ年の大部分 を占め氣温極めて高し。

今河東及山清に於け る観測の結果 を掲 ぐれば次の如し。
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